
　

新
し
い
年
を
迎
え
、
本
年
も
当
総
研
な
ら
び
に
「
調
査

と
情
報
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
た
い
。

　

当
総
研
で
は
中
国
の
農
業
、
金
融
関
係
者
を
対
象
に
年

二
回
の
定
期
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
十
一
月

に
は
北
京
に
お
い
て
第
六
回
目
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
先
方
の
要
望
に
よ
り
「
日
本
の
農
協
組
織
の
再

編
と
信
用
事
業
の
現
状
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
が
、

農
村
信
用
合
作
社
の
組
織
再
編
と
不
良
債
権
処
理
に
迫
ら

れ
て
い
る
事
情
も
あ
っ
て
極
め
て
熱
心
な
聴
講
と
質
疑
が

な
さ
れ
た
。

　

翌
日
か
ら
、
中
国
の
西
部
大
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
農
業
の
一
端
に
触

れ
る
べ
く
、
西
安
と
楊

凌
を
訪
問
し
た
。
西
安

で
は
陝
西
省
農
業
庁
を

訪
問
し
た
。
西
部
大
開

発
の
重
要
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
中
西
部
の
耕
地
を
林
地
お
よ
び
草
地
に
戻
す
事

業
す
な
わ
ち
「
退
耕
還
林
」
事
業
が
二
〇
〇
〇
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
黄
河
上
中
流
地
区
農
業
に
と
っ
て

も
、
ま
た
歴
代
の
王
朝
が
都
を
構
え
た
西
安
の
水
不
足
解

消
の
た
め
に
も
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
目
下
省
を
あ
げ
て

取
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
陝
西
省
の
耕
地
面

積
五
、
七
〇
〇
万
ム
ー
（
三
八
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
約

三
〇
％
を
占
め
る
傾
斜
度
二
五
度
以
上
の
耕
地
を
全
て
森

林
や
草
地
に
戻
す
と
い
う
壮
大
な
計
画
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
退
耕
農
民
に
対
し
一
ム
ー
（
六
・

七
ア
ー
ル
）
当
り
年
間
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
穀
物
と
七

〇
元
の
手
当
を
原
則
八
年
間
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　

植
林
は
松
、
ポ
プ
ラ
、
柳
、
あ
ん
ず
等
で
あ
り
、
草
地

に
し
た
場
合
は
放
牧
禁
止
（「
封
山
禁
牧
」）
で
あ
る
。
農

業
経
営
に
配
慮
し
な
が
ら
の
壮
大
な
長
期
戦
略
で
あ
り
、

「
五
〇
年
後
の
黄
河
は
青
い
水
」と
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

　

次
に
西
安
か
ら
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
に
あ
る

楊
凌
農
業
ハ
イ
テ
ク
モ
デ
ル
地
区
を
訪
問
し
、
現
地
視
察

と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

現
在
総
面
積
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
モ
デ
ル
地
区

開
発
が
完
了
し
、
す
で
に
農
業
関
連
三
六
七
社
の
企
業
が

進
出
ず
み
で
あ
る
。
楊
凌
の
特
色
は
西
北
農
業
科
学
技
術

大
学
を
中
心
と
す
る
四
、

〇
〇
〇
人
の
農
業
技
術

専
門
集
団
を
擁
す
る
こ

と
で
あ
り
、
種
苗
技
術
、

水
資
源
節
約
技
術
、
環

境
配
慮
型
肥
料
、
農
薬
、

資
材
開
発
、
研
究
等
を
進
め
、
そ
れ
が
産
学
連
携
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
起
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
農

家
の
研
修
、
教
育
の
た
め
地
区
内
施
設
の
み
な
ら
ず
、
西

北
各
地
に
五
〇
ヶ
所
の
モ
デ
ル
基
地
を
作
り
、
実
地
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
今
後
の
中
国
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
生
産
性
の
低
い
西
北
地

区
農
業
と
農
家
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
適
切
な
政
策
対
応

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
現
地
訪
問
は
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
体
験
で
あ

っ
た
。

（
農
中
総
研
社
長　

栗
林
直
幸
）
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